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衛星技術 センサー等新技術輸送技術

－宇宙を支える：技術基盤の強化(開発・実証)・提供－

科学技術インフラ

利用ニーズ技術の橋渡し

安全保障

国富の拡大

国民生活向上

国際的プレゼンス
の向上

国家存立の礎

宇宙外交

※背景の大きな黄色矢印は、「宇宙を知る」が将来分野を開拓し、「宇宙を使う」につながるイメージを表現。

産業競争力確保

発展を支える人材育成（ミッションを通じた養成、大学院教育、宇宙教育支援など）

実利用との結節点

宇宙政策分野の相関関係のイメージ図
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中小規模プロジェクト
（理・工学委員会の審議を経て決定）

科学的な動機 社会的な動機
（科学技術政策、国際、経済、社会）

必要な資源
政策的関与
＜大＞

必要な資源
政策的関与
＜小＞ ISASを中心に一定の規模で実施

国際協働による
大規模プロジェクト

政策判断に基づき実施

一定規模以上の資源を要する
又は複合的な動機によるもの

個別の性格を踏まえて
それぞれ適切な体制により実施

宇宙探査＝大気圏外の目的地に人工物を到達させる試み
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ユーザーコミュニティのイメージ
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○○衛星の開発（仕様等の検討）

ユーザーコミュニティ
（ミッションの定義・優先順位等に係る合意形成及び連携の場）

•どのような観測対象、ミッションの衛星を開発すべきか？
•関係者からの提案の優先順位をどうするか？
•利用方法はどのようにするか？
•他の観測手段との比較
•etc.

○○衛星プロジェクト

企業企業
企業政策官庁 JAXA

企業企業
企業

学会
大学

個人研究者
ユーザ独法

企業企業
企業企業

議論の観点
行政ニーズの重要度
学術研究の意義
etc.

○○衛星データ利用方策

文部科学省

JAXA 等

補助金等

○○衛星の開発、運用

（ミッション化決定）

①ＣＳＴＰの示す方針を踏まえつつ、ユー
ザコミュニティの提言を踏まえ、科学技
術・学術審議会において方針決定。

②各ミッションの評価にあたっても、
ユーザコミュニティを活用。

提言

評価に向けた
レビューを依頼

☆☆衛星の開発、運用

・・・

☆☆衛星の開発（仕様等の検討）

☆☆衛星プロジェクト

☆☆衛星データ利用方策

双方向性の確保

各プロジェクトの具体的な在り方についても議論

文科省がユーザーとして
宇宙を利用する例
～地球観測（宇宙分野のみ）～


